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スケジュール
 10:00 開会挨拶 明治大学商学部 中林真理子教授 ( 明治大学自動運転社会総合研究所前所⾧ ) 
 10:10 ELSIとは?大阪大学社会技術社会技術共創研究センター の活動と挑戦

大阪大学社会技術共創研究センター 標葉 隆馬 准教授
 11:35 「『ELSIを踏まえた自動運転技術の現場に即した社会実装手法の構築』」について

東京大学生産技術研究所 中野公彦教授
 13:00 倫理面から考える「自動運転」について

実践女子大学人間社会学部社会デザイン学科 筒井晴香 准教授
 13:25 データから見た自動運転技術や自動車社会の問題点について

東京大学生産技術研究所 霜野慧亮 特任助教
 13:50 法律と保険から考える自動運転について・SIP第3期の活動

明治大学先端科学ELSI研究所 中林真理子所員、吉田直可 客員研究員
 14:15 質疑応答
 14:50 多摩大学ELSIセンターの活動について ・SIP第3期の活動

多摩大学経営情報学部 樋笠尭士 准教授、多摩大学経営情報学部 田中友理 専任講師
 15:25 新潟大学ELSIセンターの活動について 新潟大学法学部 根津洸希 助教
 15:50 ELSIの取り組みに期待すること BOLDLY株式会社
 16:15 座談会（ELSIが返る学術界・産業界との関係性）
 17:05 閉会挨拶 明治大学法科大学院 中山幸二教授（明治大学先端技術ELSI研究所所⾧ ）
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1．明治大学先端科学ELSI研究所について

 2018年3月～2023年3月 明治大学自動運転社会総合研究所
（Meiji Institute of Autonomous Driving:MIAD）

 2023年7月 明治大学先端科学ELSI研究所（Institute of Autonomous 
Driving and ELSI） 設立
自動運転と先端科学の社会実装化に向けた倫理的・法的・社会的な諸課題（ELSI）
の検討と政策提言に関する総合的研究
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少子高齢化・過疎化といった社会的課題に新技術を活用
↓

自動運転技術の活用を推進、自動運転を実装した社会を実現
↓

車輌等の自動運転技術は、その社会への実装に向けた各分野の専門知の糾合が急がれる状況にある。
↓

学内の資源を結び付ける（技術・法律・保険・地方創生と多岐にわたる課題を有機的に融合させた研究拠点）



2．本日のシンポジウムの位置づけ

明治大学先端科学ELSI研究所 モビリティDX研究会（旧 社会実装研究
会）
 2018年より毎月第3木曜日に開催（今回が通算73回目）

広く、技術開発/MaaS/まちづくり/住民参加/保険制度/ガバナンス等の視点から問
題提起とディスカッションを重ねる

 3年前より8月はミニシンポジウムを開催
第1回（2022年 第1回MIAD海外シンポジウム）
第2回（2023年 第2回MIAD海外シンポジウム）
第3回（本日開催 ELSIから考える科学技術の世界と社会）
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3. ELSI研究 JST RISTEX研究開発プロジェクト

科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題（ELSI）への包括的実践
研究開発プログラム（RInCA）
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3．ELSI研究 JST RISTEX研究開発プロジェクト

研究実施体制
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出典：社会技術研究開発
「科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題
(ELSI)への包括的実践研究開発プログラム」
「ELSI を踏まえた自動運転技術の現場に即し
た社会実装手法の構築」
研究開発プロジェクト 終了報告書p.21



4. JST RISTEX-ELSIからNEDO SIP3へ

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期／スマートモビリティ
プラットフォームの構築
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本事業では、モビリティサービス
の再定義と社会実装に向けた
戦略策定を進めるとともに、イン
フラのリ・デザインに向けた研究
開発により、安全、快適、活気あ
ふれる交通インフラ技術の開発、
モビリティサービスを支えるデー
タ基盤構築等を実施します。



5．本日のシンポジウムの目的

現在参加している「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期
／スマートモビリティプラットフォームの構築」の研究にELSIの視点を活か
していくために・・・

 昨年度まで参加していた「ELSIを踏まえた自動運転技術の現場に即した
社会実装手法の構築」の総括

 各大学で発足しているELSIセンターの取り組みの紹介
 参加者の皆様と活発な議論
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